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between the predicted and the experimentalresults of the pressure headis satisfactoryif the  
experimentallydetermined valueofK，n WaS uSed，  
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2．主 な 記 号  
A：無次元流量（＝ヴ∂〃／レr．2）   
A。：羽根車出口における無次元流量（＝q∂。／い′。2）   
β：円板枚数   
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g：重力の加速度 m／s2  
〃ガ：送風機揚程 m空気柱  
月㌦：理論揚程 m空気柱  
』仇：流れの広がりによる損失水頭 m空気柱  
』耳′：摩擦損失水頭 m空気柱  
』fん：羽根車入口損失水頭 m空気柱  
』〃r：半径流れによる損失水頭 m空気柱  
〟l，晶，〟椚：係数   
上：軸動力 kW，W   
上。：ケーシングの通路幅 m，mm  
⊥斤：羽根車の回転軸方向の長さ m，mm   
N：回転数 rpm，S▲1   
す：2枚の円板間の流量 m3／s   
γ～：羽根車入口半径 m，mm   
杓：羽根車出口半径 m，mm   
〟：任意半径における羽根車の周速度 m／s   
的：羽根車出口の周速度 m／s  
佑。：羽根車出口の流体の半径方向速度 m／s   
佑：任意半径における流体の周方向速度 m／s  
杭。：羽根車出口の流体の周方向速度 m／s  
仇f烏：流体の周方向速度の理論値 m／s   
∂β：2枚の円板間の間隔 m，mm   
∂5：シュラウドすきま m，mm   
ヮr：フアンの全圧効率   
ス：動力係数または管摩擦係数   
〃：粘性係数 Pa・S   
レ：動粘性係数 m2／s   
p：空気の密度 kg／m3   
¢：流量係数   
¢：圧力係数  
¢川：理論圧力係数（2g銑ん／〟言）   
w：角速度 rad／s  
3．揚程の予測式  
Hansingerらは半径rにおける流体の平均周方向  
速度佑助を式（1）で与えている（6l．   












昂。＝n三r。2上ノも／2gγ∫4 …………‥＝………‥ （3）   
』〃r＝12〃佑。γ。1n（r。／γi）わg∂β2・……・・‥…・ （4）  
ここで佑。は羽根車出口における半径方向速度，⊥斤  
は羽根車の回転軸方向の長さ，gは重力の加速度，∂β  





























（6）を式（5）に代入すれば次式を得る．   
晋＝櫛（2′・r砦）苦＝……………・ （7）  
内半径7一∫，外半径γ〃の回転円板の場合，式（7）の積  
分から〃として式（8）を得る．   
〃＝〟孟［誓J斤。2尺冊   
＋ヱ欝／”0β2蓋可＝〟批……… 
（8）   
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ト（半径γ＝110mmと160mmの円周上に90q間隔に  
それぞれ4点）で狭いすきまを隔てて重ねて固定した  
















よびフアンの全圧効率ワrを次式で定義した．   
ト…… （14）  
ここで〃斤はフアンの全圧上昇量，¢は毎秒あたりの  
〃f力＝誓げ2尺冊イ○β2意戯）  











































図2 ケーシングの形状  図3 供試羽根車   
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流量，⊥は軸動九βは空気の密度である．   







せ，効率は低下する．   









少ないことに起因している（図8）．   










































































6Dm    0．8    1．6    3．0   小さくなるためである．   
5・4 羽根車出口の流動様相と係数∬．，英  
0．02  0．04  0．06  0．08  
Flow coefficien亡，ゆ  










































0．02  0．04  0．06  
Flow⊂Oefflclen［，¢  
）  
0，02  0．0／1   0．06  0．08  
Flow coefficlent，¢  
図6 円板枚数がフアン特性におよぽす影響   図4 シュラウドすきまの影響  





















































0．5  1．0．  
触ialdlstance，Ⅹ／LR   


































5  10  15  
DimensiorLless flow ra亡eタ Ao  
図10 係数〝爪の流量による変化  0．5  1．0  
血ialdistance，Ⅹ／LR  

























Kl  K2  6Dmm  ［コ  ■  3．0  ○  ●  1．■6  △  ▲  0．8  
5  10  15  
Dlmenslonless flow Tate■ Ao   
図9 係数〟lおよび処の∂βによる差異  
〉0   10   20   30   ∠10   50  
Dimenslonless flol寸 rate，Ao  
図11理論圧力係数の流量による変化   
































0．10  ）  0．0う  
Flow coefflclent，¢   
図12 圧力係数の実験値と計算値との比較  
▼0  0．5  1．O  
Pressure coefficient（Measured）  
















































（2） 3種類の円板間隔に対して円板間隔を一定と  
すれば，いずれの場合も円板枚数が多いほどファン効  
